
（1）第２０９号 奥 多 摩 の 教 育 平成29年９月５日 平成29年９月５日 奥 多 摩 の 教 育 第２０９号（6）

奥
多
摩
は
日
本
有
数
の
巨
樹
の
多
い
町

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
日
原

周
辺
は
良
く
調
査
さ
れ
多
く
の
巨
樹
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
巨
樹
が
多
い
と
言
う

こ
と
は
そ
れ
だ
け
豊
か
な
自
然
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

因
み
に
巨
樹
の
定
義
と
は
、
一
般
的
に

は
地
上
1.3
m
の
所
で
幹
の
太
さ
を
計
り
、

3
m
以
上
あ
る
も
の
を
言
い
ま
す
。

さ
て
、
日
原
街
道
に
沿
っ
て
巨
樹
を
見

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
個
々
の
巨
樹

の
概
要
は
省
略
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
実
際

に
ご
覧
に
な
り
評
価
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
寺
地
集
落
先
の
対
岸
に

・
向
寺
地
の
ア
カ
ガ
シ
（
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
）

（
幹
周
り
4.5
m

　高
さ
20
m
）（
※
以
下
の

巨
樹
に
つ
い
て
は
、
幹
周
り
、
高
さ
の
数

値
の
み
示
し
ま
す
。）
が
あ
り
、
町
指
定
の

天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て

倉
沢
に
は

・
倉
沢
の
ヒ
ノ
キ
（
6.3
m

　34
m
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
木
に
つ
い
て
は
か
な
り
知

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
東
京
都
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
街
道
を
進
み
、
日
原
集
落
を
少

し
過
ぎ
た
街
道
の
道
上
に
は

・
水
垂
の
ト
チ
ノ
キ
（
4.8
m

　30
m
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
日
原
の
林
道
に

入
り
ま
す
。
八
丁
橋
手
前
の
道
下
の
川
縁

に
は

・
ガ
ニ
沢
の
カ
ツ
ラ
（
7.1
m

　31
m
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
カ
ツ
ラ
を
過
ぎ
る
と
程

な
く
八
丁
橋
と
な
り
ま
す
。
八
丁
橋
か
ら

先
に
車
は
入
れ
ま
せ
ん
の
で
歩
い
て
行
き

ま
す
。
最
初
に
出
て
く
る
の
は

・
名
栗
沢
の
ト
チ
ノ
キ
（
5.5
m

　24
m
）

で
八
丁
橋
か
ら
約
3
㎞
歩
き
ま
す
。
こ
こ

ま
で
は
ち
ょ
っ
と
長
く
、
時
間
も
か
か
り

ま
す
が
、
こ
の
後
は

・
天
狗
の
カ
ツ
ラ
（
7.4
m

　40
m
）・
鍛
冶

小
屋
窪
の
ト
チ
ノ
キ
（
5.4
m

　35
m
）

・
熊
宿
の
ト
チ
ノ
キ
（
5.9
m

　18
m
）
と

数
百
ｍ
刻
み
で
出
て
き
ま
す
。
最
後
、
林

道
終
点
の
対
岸
に
は

・
長
沢
谷
の
カ
ツ
ラ
（
6.4
m

　33
m
）
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
巨
樹
は
雲
取
山
へ
の

登
山
道
を
少
し
行
っ
た
所
に
あ
り
、
登
山

道
崩
壊
の
た
め
、
通
行
止
め
と
な
り
残
念

な
が
ら
今
は
行
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

日
原
林
道
の
巨
樹
た
ち
は
天
然
記
念
物

の
指
定
に
こ
そ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
巨
樹
独
特
の
風
格
が
あ
り
ま
す
。

夏
場
の
林
道
歩
き
は
か
な
り
き
つ
い
で

す
が
秋
の
紅
葉
時
期
の
林
道
は
奥
多
摩
で

も
有
数
の
見
事
な
紅
葉
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
秋
は
紅
葉
狩
り
を
兼
ね
、
の
ん
び
り

巨
樹
巡
り
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

児　童　数
生　徒　数
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巨
樹
を
見
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行
こ
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日
原
街
道
・
林
道
沿
い
の
巨
樹
）

学 習 指 導 要 領 が 改 訂 さ れ ま す
今年３月に次期学習指導要領が告示され、小学校では平成３２年度から、中学校では平
成３３年度から、幼稚園では平成３０年度から全面実施されます。高等学校では平成３４
年度から年次進行で実施していく予定となっています。改訂点をいくつか以下に示します。

これまでの「道徳の時間」から「特別
の教科　道徳」に移行します。年間３５単
位時間（小学校第１学年は３４時間）の授
業時数は変わりませんが、小学校では平
成３０年度から、中学校では平成３１年度
から文部科学省の検定教科書を使用して
の授業が他教科等に先立って始まります。

「特別の教科  道徳」が始まります
これまで第５・６学年で実施してきた
外国語活動（年間３５単位時間）が第３・
４学年で行われ、第５・６学年では外国
語科（年間７０単位時間）が始まります。
東京都では、来年度から先行的に実施し
ていきます。外国語科の検定教科書は、
平成３１年度に採択される予定です。

小学校での外国語教育が変わります

小学校の各教科等において、コンピ
ュータで文字を入力するなど、情報手
段の基本的な操作を習得するための学
習活動、コンピュータに意図した処理を
行わせるために必要な論理的思考力を
身に付けるための学習活動を実施する
ことになります。

プログラミング教育が行われます
今回の改訂では、「社会に開かれた
教育課程」が提言され、「よりよい学校
教育を通じてよりよい社会を創る」とい
う目標を学校と社会が共有して、連携・
協働しながら、新しい時代に求められ
る資質・能力を子供たちに育むことを
求めています。

学校、家庭、地域の連携が求められます

ＳＮＳ家庭ルールをつくりましょう

町内３校で通級による指導を実施しています

子供同士のトラブルや犯罪から守るために、
ＳＮＳ東京ルール、学校ルールを参考にして、各
家庭でのル―ルを考えてみてください。全児童・
生徒の家庭で一斉につくることが大切です。

在籍学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする児童・生徒に対して、各教科等の
指導は在籍学級で行いながら、個の実態に即した課題に対して指導するのが、通級による指導です。小学
校では「あおぞら教室」、中学校では「通級指導教室」と呼んでいます。古里小学校の「あおぞら教室」で
は、拠点校の氷川小学校の担当教員が巡回指導を行っています。通級による指導について相談等ありまし
たら、お気軽に学校まで連絡ください。

　　　　　　【ＳＮＳ東京ルール】
１.  １日の利用時間と終了時刻を決めて使おう。
２.  自宅でスマホを使わない日をつくろう。
３.  必ずフィルタリングを付けて利用しよう。
４.  自分や他者の個人情報を載せないようにしよう。
５.  送信前には、相手の気持ちを考えて読み返そう。

古里小あおぞら教室 氷川小あおぞら教室 奥多摩中通級指導教室

（下のマップは縮尺してあります。日原森林館では元図を配布しています。巨樹巡りの際は森林館

に立ち寄りマップを手に入れてからお出かけください。）



（5）第２０９号 奥 多 摩 の 教 育 平成29年９月５日 平成29年９月５日 奥 多 摩 の 教 育 第２０９号（2）

古里小学校の特色ある教育活動
「学びの学校」「楽しい学校」「出会いの合校」

古里小学校は、今年度「東京都人権尊重教育推進校」として２年目を迎えました。児童が主体的に学び、
わかる喜びをもてるよう、授業の充実と改善を目指しています。１学期の活動の中から、古里小の特色ある
教育について報告します。

人権尊重の視点に基づき、１学期間に授業研究を４回行いました。教

科指導における児童の人権感覚は、主体的に学習活動に参加し、協力的

に活動し、体験することを通して身に付けることができます。日々の授業

を大切にすることで、自尊感情や自己肯定感を高めていきたいと考えて

います。２月の発表に向けて研修を深めて参ります。

また、本校の英語推進リーダーが2か月間の、海外派遣研修を終えま

した。今後、小学校２校における外国語指導が一層充実していきます。

「学びの学校」 主体的な学び、学び合い、わかる喜びを重視した授業の創造。

「楽しい学校」 一人一人が主役の楽しい生活、自分を大切にし、人と支える仲間作り。

「出会いの合校」「人」「学び」の出会い、「ふるさと」を思う心を育む。

学校独自の行事や活動を通

して、児童が主役の学校づくり

を目指しています。山登り遠足

（５･６年）、三浦移動教室（５

年）、わさび植え付け（３年）等

がありました。木曜の昼休み

は「ロング遊び」で学年を超え

て交流します。

年間を通して、たくさんの地

域の方々や講師をお招きした特

別授業を行っています。１学期

は、よもぎ団子教室（２年）、俳

句教室（３･４年）、押し花教

室（１年）、書写指導（３年）が

行われました。

算数少人数授業（４年）

御前山山登り遠足（５･６年）

三浦移動教室・磯観察（５年）

押し花教室（1年）俳句教室（３･４年）

第
27
回
歩
く
大
会

　
　
　参
加
者
募
集

〜
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
「
高
橋
千
恵
美
氏
講

演
会
」
と
奥
多
摩
ウ
ォ
ー
ク
〜

秋
の
１
日
を
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
、

ご
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

コ
ー
ス
は
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
約
10
㎞
）

と
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
約
５
㎞
）
を
準
備

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

当
日
は
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
高
橋
千
恵
美

氏
に
よ
る
講
演
会
も
実
施
し
ま
す
。

【
高
橋
千
恵
美
氏
】

セ
ビ
リ
ア
世
界
陸
上
10000
m
5
位

　入
賞

シ
ド
ニ
ー
五
輪

　同
種
目

　15
位

〔
日

　時
〕

　10
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　午
前
９
時
開
始
予
定

〔
会

　場
〕

　氷
川
小
学
校
体
育
館

〔
コ
ー
ス
〕

①
氷
川
小
学
校
↓
む
か
し
道
↓
井
戸
入
線

　林
道
↓
登
計
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
↓
氷
川
渓

　谷
↓
氷
川
小
学
校
（
約
10
㎞
コ
ー
ス
）

②
氷
川
小
学
校
↓
氷
川
渓
谷
↓
登
計
ト
レ

　イ
ル
↓
氷
川
キ
ャ
ン
プ
場
↓
氷
川
小
学

　校
（
約
５
㎞
）

＊
詳
し
く
は
、
後
日
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
教
育
課
（
文
化
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　

 

　℡（
8
5
）
１
６
１
８

図
書
館
よ
り

　新
し
い
本
の
ご
紹
介

図
書
館
よ
り

　新
し
い
本
の
ご
紹
介

一
般
書

月
の
満
ち
欠
け 

（
直
木
賞
）

佐
藤

　正
午 

著

　岩
波
書
店

　
　
　

影
裏
（
え
い
り
） 

（
芥
川
賞
）

沼
田

　真
佑 

著

　文
藝
春
秋

探
偵
さ
え
い
な
け
れ
ば

東
川

　篤
哉 

著  

光
文
社

嵯
峨
野
花
譜葉

室

　麟

　著  

文
藝
春
秋

ず
ぼ
ら
ヨ
ガ

崎
田

　ミ
ナ

　著

　飛
鳥
新
社

知
ら
な
い
と
危
な
い
！

　
　ズ
ル
い
食
品
ヤ
バ
い
外
食

河
岸

　宏
和

　著

　永
岡
書
店

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
か
い
て
い
た
ん
け
ん

原

　ゆ
た
か

　作

　ポ
プ
ラ
社

　
お
ば
け
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
①
〜
②

北
岡

　明
佳 

作

　あ
か
ね
書
房

　
ス
ミ
ス
先
生
シ
リ
ー
ズ
①
〜
④

マ
イ
ケ
ル
・
ガ
ー
ラ
ン
ド

　作 

新
日
本
出
版
社

　
歴
史
漫
画
サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
〜
⑭

朝
日
新
聞
出
版

児
童
書

教
育
相
談
室
よ
り

毎
年
６
月
ご
ろ
に
な
る
と
、「
梅
干
し
」

や
「
ら
っ
き
ょ
う
」
な
ど
を
漬
け
る
ご
家

庭
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
漬

物
を
つ
け
る
と
き
の
塩
加
減
は
な
か
な
か

難
し
く
、
ほ
ど
よ
く
漬
け
る
の
に
は
そ
れ

な
り
の
経
験
が
大
切
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ
て
も
上

手
に
つ
か
ら
な
い
と
か
。
こ
の
加
減
を「
塩

梅
（
あ
ん
ば
い
）」
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
塩
梅
と
は
そ
も
そ
も
料
理
用

語
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
昔
の
調
味
料

は
塩
と
梅
酢
だ
っ
た
の
で
、
塩
と
梅

酢
で
ほ
ど
よ
く
上
手
に
味
を
つ
け
る

様
子
を
表
し
た
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
今
で
は
料

理
に
限
ら
ず
物
事
の
加
減
や
具
合
を

表
す
と
き
に
も
使
わ
れ
る
な
ど
広
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
行
う
と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

詩
人
の
相
田
み
つ
を
さ
ん
が
「
琴
の

糸
」
と
い
う
作
品
で
子
育
て
に
関
す
る
言

葉
を
記
し
て
い
ま
す
。

　張
り
す
ぎ
て
も
だ
め

　

　た
る
ん
で
も
ダ
メ

　ち
ょ
う
ど
い
い

　

　あ
ん
ば
い
の
と
き
に

　ち
ょ
う
ど
い
い

　あ
ん
ば
い
の

　
　音
が
出
る

子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
促
す
子
育
て
に

は
「
自
由
と
管
理
」「
優
し
さ
と
厳
し
さ
」

「
ほ
め
る
と
叱
る
」
な
ど
の
相
反
す
る
対

応
の
ち
ょ
う
ど
よ
い
加
減
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
に
偏
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
り
し
て
い
る
の
で
は

と
感
じ
る
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
幼
児
を
公
園
で
遊
ば

せ
る
親
の
様
子
で
す
。
一
人
は
子
ど
も
の

後
ろ
に
し
っ
か
り
つ
い
て
、
先
回
り
し
て

障
害
物
を
取
り
除
い
た
り
し
て
、
一
歩
一

歩
あ
れ
こ
れ
と
指
示
を
す
る
。
も

う
一
人
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

に
夢
中
に
な
り
、
子
ど
も
の
危
険

な
こ
と
に
も
気
付
か
な
い
で
何
を

し
て
も
注
意
し
な
い
こ
と
で
す
。

一
人
は
過
保
護
、
も
う
一
人
は

自
由
と
い
う
よ
り
放
任
で
す
。
近

過
ぎ
も
せ
ず
遠
過
ぎ
も
せ
ず
、
ほ

ど
よ
い
加
減
の
距
離
感
で
接
す
る

こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
「
つ
か
ず

離
れ
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
見

守
る
」「
寄
り
添
う
」
と
い
う
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
塩
梅
を
見
つ
け
る
た

め
に
は
。
子
ど
も
の
心
に
向
き
合
う
こ
と

も
重
要
で
す
、
一
人
ひ
と
り
み
な
違
い
ま

す
。
子
ど
も
の
話
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
子
ど
も
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
信
頼

し
、
じ
っ
と
見
守
り
、
そ
し
て
、
そ
っ
と

寄
り
添
う
。
こ
ん
な
体
験
を
通
し
て
、
子

ど
も
は
生
き
る
力
を
高
め
な
が
ら
自
立
し

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親の気持ち
　　　子の気持ち
教育相談室長　井上　英二
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校
内
研
修
会
の
工
夫

　
　〜
グ
ル
ー
プ
研
究
の
取
組
〜

奥
多
摩
中
学
校
で
は
、
町
の
研
究
指
定

を
受
け
、
昨
年
度
ま
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
活
用

に
つ
い
て
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
開
校

当
初
か
ら
の
２
年
間
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
研

究
に
集
中
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
私
た

ち
は
、
日
々
の
教
育
活
動
の
中
で
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
他
に
も
、
解
決
す
べ
き
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、
研

究
の
一
つ
の
節
目
を
終
え
た
と
は
言
え
、

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題

は
ど
れ
も
が
、
重
要
か
つ
、
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
の
追

究
に
は
多
く
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
年
間

に
数
回
の
校
内
研
修
会
だ
け
で
、
こ
れ
ら

の
課
題
の
全
て
を
消
化
し
き
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
年
度
の
校
内
研
修
の
取
組

で
は
、
職
員
の
興
味
・
関
心
や
各
分
掌
と

の
関
わ
り
な
ど
か
ら
、
5
〜
6
人
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
分
担
し
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
年
間
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
研
究
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

4
月
19
日
に
行
わ
れ
た
、
第
1
回
の
校

内
研
修
会
で
は
、
早
速
、
各
研
究
部
会
に

分
か
れ
、
年
間
の
活
動
内
容
や
方
針
、
活

動
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
各
部
会
に
お

け
る
研
究
テ
ー
マ
と
活
動
計
画
の
概
略
は

次
の
通
り
で
す
。

【
家
庭
学
習
部
会
】

テ
ー
マ

「
家
庭
学
習
の
定
着
に
向
け
て
」

活
動
計
画

【
論
理
的
文
章
部
会
】

テ
ー
マ

「
論
理
的
文
章
の
効
果
的
な
指
導
」

活
動
計
画

【
道
徳
部
会
】

テ
ー
マ

「
道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て
」

活
動
計
画

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
部
会
】

テ
ー
マ

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　効
果
的
な
協
働
学
習
」

活
動
計
画

ど
の
部
会
も
実
践
的
な
研
究
を
進
め
、

次
年
度
の
教
育
課
程
の
編
成
に
も
生
か

せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
部
会

で
深
め
た
研
究
の
成
果
は
、
年
度
末
に

報
告
会
を
行
い
、
全
職
員
で
共
通
理
解

を
図
る
こ
と
で
学
校
の
財
産
と
し
、
生

徒
の
成
長
の
た
め
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

奥
多
摩
中
学
校

　
　特
色
あ
る
教
育
活
動

○
家
庭
学
習
の
効
果
的
な
取
り
組
み
方

○
論
理
的
文
章
の
効
果
的
な
指
導

○
道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て
、
今
後
求
め

　ら
れ
る
道
徳
授
業
の
実
践

一
学
期

　各
学
年
の
家
庭
学
習
の
現
状
と

　
　
　
　課
題
の
把
握
及
び
協
議

二
学
期

　効
果
的
な
家
庭
学
習
の
取
組
方

　
　
　
　法
の
協
議
と
実
践

三
学
期

　実
践
の
検
証
と
報
告
会
の
準
備

一
学
期

　外
部
講
師
を
招
き
、
道
徳
授
業

　
　
　
　の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
理
解

　
　
　
　を
深
め
る
。

二
学
期

　学
年
交
換
授
業
の
実
施

　
　
　
　Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
道
徳
授
業

　
　
　
　の
実
施

三
学
期

　地
域
人
材
を
活
用
し
た
道
徳
授

　
　
　
　業
の
実
践

　
　
　
　実
践
の
検
証
と
報
告
会
の
準
備

一
学
期

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
実
践

　
　
　
　（
社
会
科
）

二
学
期

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
実
践

　
　
　
　（
技
術
科
）

　
　
　
　外
部
講
師
を
招
き
、
先
進
校
の

　
　
　
　取
組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

三
学
期

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
実
践

　
　
　
　（
数
学
科
）

　
　
　
　実
践
の
検
証
と
報
告
会
の
準
備

氷川小学校の特色ある教育活動

氷川小学校の児童会スローガンは、「Ａ・・・明るく　Ｎ・・・仲良く　Ｔ・・・楽しく　Ｊ・・・自信をもって」
です。このスローガンになぞらえて、「ＡＮＴＪ」でどんな特色ある教育活動をしているか、まとめてみました。

校舎に響く熊鈴の音で、氷川小の1日が始まります。顔を合わせると、どの子も元

気良く自分から進んで挨拶ができます。帰りには階段上からいくつもこだまする熊

鈴の音が、1日の終わりを告げます。朝と変わらぬテンションで、「さようなら」と挨

拶ができます。全校児童56人の人数だからこそ、個に応じた学習・生活指導や、通

級「あおぞら教室」・教育支援員・図書支援員による細かな支援が毎日実現されて

います。だから、児童は明るい学校生活が送れています。

Ａ・・・明るく　☆朝の「おはよう」から帰りの「さようなら」まで

縦割り班開きにおいて、縦割り委員会のリーダーが発した感動的なメッセージ

です。全校児童の前で１年生が力強く自己紹介をし、在校生が温かく迎えて、今年

度の縦割り班活動が始まりました。縦割り班活動が日常化しているので、自然と高

学年は低学年をいたわり、低学年は高学年にあこがれ育っていくのでしょう。

○毎日仲良く、常時活動　→縦割り班で毎日掃除をし、年に数回給食や遊びを行

います。給食や遊びを企画するためには、縦割り班で会議を開きます。また入学間

もない1年生には、6年生が「校歌」や「命の歌（手話）」の指導もします。

○一致団結、行事に向けての活動　→全校児童縦割り班で「むかし道遠足」（1年ごとに場所を変えます。）をしまし

た。年間通して行事で使う「縦割り班看板制作」をしました。運動会の伝統演目である「氷川獅子」の練習は、低・中

・高で分かれて取り組んだ後、全体で合わせて踊っています。

Ｎ・・・仲良く　★「どんな時でも助け合っていきましょう！」

～世界に誇る奥多摩町の良さを知り、知ってもらい、大切にしていく気持ちを育てよう～

○１・２年生・・・よもぎ団子・梅ジュース作り（多摩川の石を使って　氷川獅子）

　地域の方々や作業員さん・用務員さん・支援員さんに手伝っていただいて収穫

し、自然の恵みに感謝しておいしくいただきました。保護者との共同作業で作った

よもぎ団子の味は、格別でした。

○３～６年生は、学年に応じてこのような取組を、年間通して励んでいます！

Ｔ・・・楽しく　☆奥多摩学習氷川小学校版

１年に一度、命について、みんなで深く真剣に考える、本校伝統の教育活動で

す。今年のテーマは、『一生に一度の命に感謝しよう』でした。地域･保護者の皆

様の前で、「学年発表・命の歌（手話）」を、自信をもって発表することができま

した。 

Ｊ・・・自信をもって　★命の日発表会「一生に一度の命に感謝しよう！」

ヤマメの飼育・放流　わさびの植え付け・収穫　山のふるさと村交流学習　氷川獅子

花笠作り　特別養護老人ホーム訪問　ビジターセンター･水と緑のふれあい館・

養殖センター見学　治助イモの栽培　水干水源探検　小河内ダム見学　巨樹写生会

獅子頭作り　椎茸コマ打ち・収穫　林業体験学習　篠笛　太鼓作り　奥多摩を紹介

しよう（パンフレット作り）　奥多摩の伝統文化を受け継ぎ伝えよう（車人形）

一
学
期

　各
自
の
実
践
を
持
ち
寄
り
紹
介

二
学
期

　具
体
的
な
指
導
方
法
と
効
果
に

　
　
　
　つ
い
て
協
議

三
学
期

　研
究
の
ま
と
め
と
報
告
会
の
準
備
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校
内
研
修
会
の
工
夫

　
　〜
グ
ル
ー
プ
研
究
の
取
組
〜

奥
多
摩
中
学
校
で
は
、
町
の
研
究
指
定

を
受
け
、
昨
年
度
ま
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
活
用

に
つ
い
て
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
開
校

当
初
か
ら
の
２
年
間
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
研

究
に
集
中
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
私
た

ち
は
、
日
々
の
教
育
活
動
の
中
で
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
他
に
も
、
解
決
す
べ
き
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、
研

究
の
一
つ
の
節
目
を
終
え
た
と
は
言
え
、

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題

は
ど
れ
も
が
、
重
要
か
つ
、
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
の
追

究
に
は
多
く
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
年
間

に
数
回
の
校
内
研
修
会
だ
け
で
、
こ
れ
ら

の
課
題
の
全
て
を
消
化
し
き
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
年
度
の
校
内
研
修
の
取
組

で
は
、
職
員
の
興
味
・
関
心
や
各
分
掌
と

の
関
わ
り
な
ど
か
ら
、
5
〜
6
人
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
分
担
し
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
年
間
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
研
究
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

4
月
19
日
に
行
わ
れ
た
、
第
1
回
の
校

内
研
修
会
で
は
、
早
速
、
各
研
究
部
会
に

分
か
れ
、
年
間
の
活
動
内
容
や
方
針
、
活

動
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
各
部
会
に
お

け
る
研
究
テ
ー
マ
と
活
動
計
画
の
概
略
は

次
の
通
り
で
す
。

【
家
庭
学
習
部
会
】

テ
ー
マ

「
家
庭
学
習
の
定
着
に
向
け
て
」

活
動
計
画

【
論
理
的
文
章
部
会
】

テ
ー
マ

「
論
理
的
文
章
の
効
果
的
な
指
導
」

活
動
計
画

【
道
徳
部
会
】

テ
ー
マ

「
道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て
」

活
動
計
画

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
部
会
】

テ
ー
マ

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　効
果
的
な
協
働
学
習
」

活
動
計
画

ど
の
部
会
も
実
践
的
な
研
究
を
進
め
、

次
年
度
の
教
育
課
程
の
編
成
に
も
生
か

せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
部
会

で
深
め
た
研
究
の
成
果
は
、
年
度
末
に

報
告
会
を
行
い
、
全
職
員
で
共
通
理
解

を
図
る
こ
と
で
学
校
の
財
産
と
し
、
生

徒
の
成
長
の
た
め
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

奥
多
摩
中
学
校

　
　特
色
あ
る
教
育
活
動

○
家
庭
学
習
の
効
果
的
な
取
り
組
み
方

○
論
理
的
文
章
の
効
果
的
な
指
導

○
道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て
、
今
後
求
め

　ら
れ
る
道
徳
授
業
の
実
践

一
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期

　各
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の
家
庭
学
習
の
現
状
と

　
　
　
　課
題
の
把
握
及
び
協
議

二
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期

　効
果
的
な
家
庭
学
習
の
取
組
方
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の
協
議
と
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践

三
学
期

　実
践
の
検
証
と
報
告
会
の
準
備

一
学
期

　外
部
講
師
を
招
き
、
道
徳
授
業

　
　
　
　の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
理
解

　
　
　
　を
深
め
る
。

二
学
期

　学
年
交
換
授
業
の
実
施

　
　
　
　Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
道
徳
授
業

　
　
　
　の
実
施

三
学
期

　地
域
人
材
を
活
用
し
た
道
徳
授

　
　
　
　業
の
実
践

　
　
　
　実
践
の
検
証
と
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会
の
準
備

一
学
期

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
実
践

　
　
　
　（
社
会
科
）

二
学
期

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
実
践

　
　
　
　（
技
術
科
）

　
　
　
　外
部
講
師
を
招
き
、
先
進
校
の

　
　
　
　取
組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

三
学
期

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
実
践

　
　
　
　（
数
学
科
）

　
　
　
　実
践
の
検
証
と
報
告
会
の
準
備

氷川小学校の特色ある教育活動

氷川小学校の児童会スローガンは、「Ａ・・・明るく　Ｎ・・・仲良く　Ｔ・・・楽しく　Ｊ・・・自信をもって」
です。このスローガンになぞらえて、「ＡＮＴＪ」でどんな特色ある教育活動をしているか、まとめてみました。

校舎に響く熊鈴の音で、氷川小の1日が始まります。顔を合わせると、どの子も元

気良く自分から進んで挨拶ができます。帰りには階段上からいくつもこだまする熊

鈴の音が、1日の終わりを告げます。朝と変わらぬテンションで、「さようなら」と挨

拶ができます。全校児童56人の人数だからこそ、個に応じた学習・生活指導や、通

級「あおぞら教室」・教育支援員・図書支援員による細かな支援が毎日実現されて

います。だから、児童は明るい学校生活が送れています。

Ａ・・・明るく　☆朝の「おはよう」から帰りの「さようなら」まで

縦割り班開きにおいて、縦割り委員会のリーダーが発した感動的なメッセージ

です。全校児童の前で１年生が力強く自己紹介をし、在校生が温かく迎えて、今年

度の縦割り班活動が始まりました。縦割り班活動が日常化しているので、自然と高

学年は低学年をいたわり、低学年は高学年にあこがれ育っていくのでしょう。

○毎日仲良く、常時活動　→縦割り班で毎日掃除をし、年に数回給食や遊びを行

います。給食や遊びを企画するためには、縦割り班で会議を開きます。また入学間

もない1年生には、6年生が「校歌」や「命の歌（手話）」の指導もします。

○一致団結、行事に向けての活動　→全校児童縦割り班で「むかし道遠足」（1年ごとに場所を変えます。）をしまし

た。年間通して行事で使う「縦割り班看板制作」をしました。運動会の伝統演目である「氷川獅子」の練習は、低・中

・高で分かれて取り組んだ後、全体で合わせて踊っています。

Ｎ・・・仲良く　★「どんな時でも助け合っていきましょう！」

～世界に誇る奥多摩町の良さを知り、知ってもらい、大切にしていく気持ちを育てよう～

○１・２年生・・・よもぎ団子・梅ジュース作り（多摩川の石を使って　氷川獅子）

　地域の方々や作業員さん・用務員さん・支援員さんに手伝っていただいて収穫

し、自然の恵みに感謝しておいしくいただきました。保護者との共同作業で作った

よもぎ団子の味は、格別でした。

○３～６年生は、学年に応じてこのような取組を、年間通して励んでいます！

Ｔ・・・楽しく　☆奥多摩学習氷川小学校版

１年に一度、命について、みんなで深く真剣に考える、本校伝統の教育活動で

す。今年のテーマは、『一生に一度の命に感謝しよう』でした。地域･保護者の皆

様の前で、「学年発表・命の歌（手話）」を、自信をもって発表することができま

した。 

Ｊ・・・自信をもって　★命の日発表会「一生に一度の命に感謝しよう！」

ヤマメの飼育・放流　わさびの植え付け・収穫　山のふるさと村交流学習　氷川獅子

花笠作り　特別養護老人ホーム訪問　ビジターセンター･水と緑のふれあい館・

養殖センター見学　治助イモの栽培　水干水源探検　小河内ダム見学　巨樹写生会

獅子頭作り　椎茸コマ打ち・収穫　林業体験学習　篠笛　太鼓作り　奥多摩を紹介

しよう（パンフレット作り）　奥多摩の伝統文化を受け継ぎ伝えよう（車人形）

一
学
期

　各
自
の
実
践
を
持
ち
寄
り
紹
介

二
学
期

　具
体
的
な
指
導
方
法
と
効
果
に

　
　
　
　つ
い
て
協
議

三
学
期

　研
究
の
ま
と
め
と
報
告
会
の
準
備



（5）第２０９号 奥 多 摩 の 教 育 平成29年９月５日 平成29年９月５日 奥 多 摩 の 教 育 第２０９号（2）

古里小学校の特色ある教育活動
「学びの学校」「楽しい学校」「出会いの合校」

古里小学校は、今年度「東京都人権尊重教育推進校」として２年目を迎えました。児童が主体的に学び、
わかる喜びをもてるよう、授業の充実と改善を目指しています。１学期の活動の中から、古里小の特色ある
教育について報告します。

人権尊重の視点に基づき、１学期間に授業研究を４回行いました。教

科指導における児童の人権感覚は、主体的に学習活動に参加し、協力的

に活動し、体験することを通して身に付けることができます。日々の授業

を大切にすることで、自尊感情や自己肯定感を高めていきたいと考えて

います。２月の発表に向けて研修を深めて参ります。

また、本校の英語推進リーダーが2か月間の、海外派遣研修を終えま

した。今後、小学校２校における外国語指導が一層充実していきます。

「学びの学校」 主体的な学び、学び合い、わかる喜びを重視した授業の創造。

「楽しい学校」 一人一人が主役の楽しい生活、自分を大切にし、人と支える仲間作り。

「出会いの合校」「人」「学び」の出会い、「ふるさと」を思う心を育む。

学校独自の行事や活動を通

して、児童が主役の学校づくり

を目指しています。山登り遠足

（５･６年）、三浦移動教室（５

年）、わさび植え付け（３年）等

がありました。木曜の昼休み

は「ロング遊び」で学年を超え

て交流します。

年間を通して、たくさんの地

域の方々や講師をお招きした特

別授業を行っています。１学期

は、よもぎ団子教室（２年）、俳

句教室（３･４年）、押し花教

室（１年）、書写指導（３年）が

行われました。

算数少人数授業（４年）

御前山山登り遠足（５･６年）

三浦移動教室・磯観察（５年）

押し花教室（1年）俳句教室（３･４年）

第
27
回
歩
く
大
会

　
　
　参
加
者
募
集

〜
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
「
高
橋
千
恵
美
氏
講

演
会
」
と
奥
多
摩
ウ
ォ
ー
ク
〜

秋
の
１
日
を
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
、

ご
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

コ
ー
ス
は
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
約
10
㎞
）

と
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
約
５
㎞
）
を
準
備

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

当
日
は
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
高
橋
千
恵
美

氏
に
よ
る
講
演
会
も
実
施
し
ま
す
。

【
高
橋
千
恵
美
氏
】

セ
ビ
リ
ア
世
界
陸
上
10000
m
5
位

　入
賞

シ
ド
ニ
ー
五
輪

　同
種
目

　15
位

〔
日

　時
〕

　10
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　午
前
９
時
開
始
予
定

〔
会

　場
〕

　氷
川
小
学
校
体
育
館

〔
コ
ー
ス
〕

①
氷
川
小
学
校
↓
む
か
し
道
↓
井
戸
入
線

　林
道
↓
登
計
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
↓
氷
川
渓

　谷
↓
氷
川
小
学
校
（
約
10
㎞
コ
ー
ス
）

②
氷
川
小
学
校
↓
氷
川
渓
谷
↓
登
計
ト
レ

　イ
ル
↓
氷
川
キ
ャ
ン
プ
場
↓
氷
川
小
学

　校
（
約
５
㎞
）

＊
詳
し
く
は
、
後
日
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
教
育
課
（
文
化
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　

 

　℡（
8
5
）
１
６
１
８

図
書
館
よ
り

　新
し
い
本
の
ご
紹
介

図
書
館
よ
り

　新
し
い
本
の
ご
紹
介

一
般
書

月
の
満
ち
欠
け 

（
直
木
賞
）

佐
藤

　正
午 

著

　岩
波
書
店

　
　
　

影
裏
（
え
い
り
） 

（
芥
川
賞
）

沼
田

　真
佑 

著

　文
藝
春
秋

探
偵
さ
え
い
な
け
れ
ば

東
川

　篤
哉 

著  

光
文
社

嵯
峨
野
花
譜葉

室

　麟

　著  

文
藝
春
秋

ず
ぼ
ら
ヨ
ガ

崎
田

　ミ
ナ

　著

　飛
鳥
新
社

知
ら
な
い
と
危
な
い
！

　
　ズ
ル
い
食
品
ヤ
バ
い
外
食

河
岸

　宏
和

　著

　永
岡
書
店

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
か
い
て
い
た
ん
け
ん

原

　ゆ
た
か

　作

　ポ
プ
ラ
社

　
お
ば
け
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
①
〜
②

北
岡

　明
佳 

作

　あ
か
ね
書
房

　
ス
ミ
ス
先
生
シ
リ
ー
ズ
①
〜
④

マ
イ
ケ
ル
・
ガ
ー
ラ
ン
ド

　作 

新
日
本
出
版
社

　
歴
史
漫
画
サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　①
〜
⑭

朝
日
新
聞
出
版

児
童
書

教
育
相
談
室
よ
り

毎
年
６
月
ご
ろ
に
な
る
と
、「
梅
干
し
」

や
「
ら
っ
き
ょ
う
」
な
ど
を
漬
け
る
ご
家

庭
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
漬

物
を
つ
け
る
と
き
の
塩
加
減
は
な
か
な
か

難
し
く
、
ほ
ど
よ
く
漬
け
る
の
に
は
そ
れ

な
り
の
経
験
が
大
切
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ
て
も
上

手
に
つ
か
ら
な
い
と
か
。
こ
の
加
減
を「
塩

梅
（
あ
ん
ば
い
）」
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
塩
梅
と
は
そ
も
そ
も
料
理
用

語
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
昔
の
調
味
料

は
塩
と
梅
酢
だ
っ
た
の
で
、
塩
と
梅

酢
で
ほ
ど
よ
く
上
手
に
味
を
つ
け
る

様
子
を
表
し
た
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
今
で
は
料

理
に
限
ら
ず
物
事
の
加
減
や
具
合
を

表
す
と
き
に
も
使
わ
れ
る
な
ど
広
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
行
う
と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

詩
人
の
相
田
み
つ
を
さ
ん
が
「
琴
の

糸
」
と
い
う
作
品
で
子
育
て
に
関
す
る
言

葉
を
記
し
て
い
ま
す
。

　張
り
す
ぎ
て
も
だ
め

　

　た
る
ん
で
も
ダ
メ

　ち
ょ
う
ど
い
い

　

　あ
ん
ば
い
の
と
き
に

　ち
ょ
う
ど
い
い

　あ
ん
ば
い
の

　
　音
が
出
る

子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
促
す
子
育
て
に

は
「
自
由
と
管
理
」「
優
し
さ
と
厳
し
さ
」

「
ほ
め
る
と
叱
る
」
な
ど
の
相
反
す
る
対

応
の
ち
ょ
う
ど
よ
い
加
減
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
に
偏
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
り
し
て
い
る
の
で
は

と
感
じ
る
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
幼
児
を
公
園
で
遊
ば

せ
る
親
の
様
子
で
す
。
一
人
は
子
ど
も
の

後
ろ
に
し
っ
か
り
つ
い
て
、
先
回
り
し
て

障
害
物
を
取
り
除
い
た
り
し
て
、
一
歩
一

歩
あ
れ
こ
れ
と
指
示
を
す
る
。
も

う
一
人
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

に
夢
中
に
な
り
、
子
ど
も
の
危
険

な
こ
と
に
も
気
付
か
な
い
で
何
を

し
て
も
注
意
し
な
い
こ
と
で
す
。

一
人
は
過
保
護
、
も
う
一
人
は

自
由
と
い
う
よ
り
放
任
で
す
。
近

過
ぎ
も
せ
ず
遠
過
ぎ
も
せ
ず
、
ほ

ど
よ
い
加
減
の
距
離
感
で
接
す
る

こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
「
つ
か
ず

離
れ
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
見

守
る
」「
寄
り
添
う
」
と
い
う
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
塩
梅
を
見
つ
け
る
た

め
に
は
。
子
ど
も
の
心
に
向
き
合
う
こ
と

も
重
要
で
す
、
一
人
ひ
と
り
み
な
違
い
ま

す
。
子
ど
も
の
話
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
子
ど
も
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
信
頼

し
、
じ
っ
と
見
守
り
、
そ
し
て
、
そ
っ
と

寄
り
添
う
。
こ
ん
な
体
験
を
通
し
て
、
子

ど
も
は
生
き
る
力
を
高
め
な
が
ら
自
立
し

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親の気持ち
　　　子の気持ち
教育相談室長　井上　英二



（1）第２０９号 奥 多 摩 の 教 育 平成29年９月５日 平成29年９月５日 奥 多 摩 の 教 育 第２０９号（6）

奥
多
摩
は
日
本
有
数
の
巨
樹
の
多
い
町

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
日
原

周
辺
は
良
く
調
査
さ
れ
多
く
の
巨
樹
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
巨
樹
が
多
い
と
言
う

こ
と
は
そ
れ
だ
け
豊
か
な
自
然
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

因
み
に
巨
樹
の
定
義
と
は
、
一
般
的
に

は
地
上
1.3
m
の
所
で
幹
の
太
さ
を
計
り
、

3
m
以
上
あ
る
も
の
を
言
い
ま
す
。

さ
て
、
日
原
街
道
に
沿
っ
て
巨
樹
を
見

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
個
々
の
巨
樹

の
概
要
は
省
略
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
実
際

に
ご
覧
に
な
り
評
価
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
寺
地
集
落
先
の
対
岸
に

・
向
寺
地
の
ア
カ
ガ
シ
（
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
）

（
幹
周
り
4.5
m

　高
さ
20
m
）（
※
以
下
の

巨
樹
に
つ
い
て
は
、
幹
周
り
、
高
さ
の
数

値
の
み
示
し
ま
す
。）
が
あ
り
、
町
指
定
の

天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て

倉
沢
に
は

・
倉
沢
の
ヒ
ノ
キ
（
6.3
m

　34
m
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
木
に
つ
い
て
は
か
な
り
知

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
東
京
都
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
街
道
を
進
み
、
日
原
集
落
を
少

し
過
ぎ
た
街
道
の
道
上
に
は

・
水
垂
の
ト
チ
ノ
キ
（
4.8
m

　30
m
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
日
原
の
林
道
に

入
り
ま
す
。
八
丁
橋
手
前
の
道
下
の
川
縁

に
は

・
ガ
ニ
沢
の
カ
ツ
ラ
（
7.1
m

　31
m
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
カ
ツ
ラ
を
過
ぎ
る
と
程

な
く
八
丁
橋
と
な
り
ま
す
。
八
丁
橋
か
ら

先
に
車
は
入
れ
ま
せ
ん
の
で
歩
い
て
行
き

ま
す
。
最
初
に
出
て
く
る
の
は

・
名
栗
沢
の
ト
チ
ノ
キ
（
5.5
m

　24
m
）

で
八
丁
橋
か
ら
約
3
㎞
歩
き
ま
す
。
こ
こ

ま
で
は
ち
ょ
っ
と
長
く
、
時
間
も
か
か
り

ま
す
が
、
こ
の
後
は

・
天
狗
の
カ
ツ
ラ
（
7.4
m

　40
m
）・
鍛
冶

小
屋
窪
の
ト
チ
ノ
キ
（
5.4
m

　35
m
）

・
熊
宿
の
ト
チ
ノ
キ
（
5.9
m

　18
m
）
と

数
百
ｍ
刻
み
で
出
て
き
ま
す
。
最
後
、
林

道
終
点
の
対
岸
に
は

・
長
沢
谷
の
カ
ツ
ラ
（
6.4
m

　33
m
）
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
巨
樹
は
雲
取
山
へ
の

登
山
道
を
少
し
行
っ
た
所
に
あ
り
、
登
山

道
崩
壊
の
た
め
、
通
行
止
め
と
な
り
残
念

な
が
ら
今
は
行
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

日
原
林
道
の
巨
樹
た
ち
は
天
然
記
念
物

の
指
定
に
こ
そ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
巨
樹
独
特
の
風
格
が
あ
り
ま
す
。

夏
場
の
林
道
歩
き
は
か
な
り
き
つ
い
で

す
が
秋
の
紅
葉
時
期
の
林
道
は
奥
多
摩
で

も
有
数
の
見
事
な
紅
葉
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
秋
は
紅
葉
狩
り
を
兼
ね
、
の
ん
び
り

巨
樹
巡
り
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

児　童　数
生　徒　数
教職員数

142名
81名
48名

第 209 号
発　行

奥多摩町教育委員会

平成29年９月１日現在

郷
土
奥
多
摩
（
文
化
財
）

文
化
財
保
護
審
議
委
員  

堀

　口

　行

　雄

巨
樹
を
見
に
行
こ
う

（
日
原
街
道
・
林
道
沿
い
の
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学 習 指 導 要 領 が 改 訂 さ れ ま す
今年３月に次期学習指導要領が告示され、小学校では平成３２年度から、中学校では平
成３３年度から、幼稚園では平成３０年度から全面実施されます。高等学校では平成３４
年度から年次進行で実施していく予定となっています。改訂点をいくつか以下に示します。

これまでの「道徳の時間」から「特別
の教科　道徳」に移行します。年間３５単
位時間（小学校第１学年は３４時間）の授
業時数は変わりませんが、小学校では平
成３０年度から、中学校では平成３１年度
から文部科学省の検定教科書を使用して
の授業が他教科等に先立って始まります。

「特別の教科  道徳」が始まります
これまで第５・６学年で実施してきた
外国語活動（年間３５単位時間）が第３・
４学年で行われ、第５・６学年では外国
語科（年間７０単位時間）が始まります。
東京都では、来年度から先行的に実施し
ていきます。外国語科の検定教科書は、
平成３１年度に採択される予定です。

小学校での外国語教育が変わります

小学校の各教科等において、コンピ
ュータで文字を入力するなど、情報手
段の基本的な操作を習得するための学
習活動、コンピュータに意図した処理を
行わせるために必要な論理的思考力を
身に付けるための学習活動を実施する
ことになります。

プログラミング教育が行われます
今回の改訂では、「社会に開かれた
教育課程」が提言され、「よりよい学校
教育を通じてよりよい社会を創る」とい
う目標を学校と社会が共有して、連携・
協働しながら、新しい時代に求められ
る資質・能力を子供たちに育むことを
求めています。

学校、家庭、地域の連携が求められます

ＳＮＳ家庭ルールをつくりましょう

町内３校で通級による指導を実施しています

子供同士のトラブルや犯罪から守るために、
ＳＮＳ東京ルール、学校ルールを参考にして、各
家庭でのル―ルを考えてみてください。全児童・
生徒の家庭で一斉につくることが大切です。

在籍学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする児童・生徒に対して、各教科等の
指導は在籍学級で行いながら、個の実態に即した課題に対して指導するのが、通級による指導です。小学
校では「あおぞら教室」、中学校では「通級指導教室」と呼んでいます。古里小学校の「あおぞら教室」で
は、拠点校の氷川小学校の担当教員が巡回指導を行っています。通級による指導について相談等ありまし
たら、お気軽に学校まで連絡ください。

　　　　　　【ＳＮＳ東京ルール】
１.  １日の利用時間と終了時刻を決めて使おう。
２.  自宅でスマホを使わない日をつくろう。
３.  必ずフィルタリングを付けて利用しよう。
４.  自分や他者の個人情報を載せないようにしよう。
５.  送信前には、相手の気持ちを考えて読み返そう。

古里小あおぞら教室 氷川小あおぞら教室 奥多摩中通級指導教室

（下のマップは縮尺してあります。日原森林館では元図を配布しています。巨樹巡りの際は森林館

に立ち寄りマップを手に入れてからお出かけください。）


